
北杜市と大韓民国京畿道抱川市との姉妹都市交流 

 

１． 交流経過 

 

平成 7 年（1995 年）  

・当時の高根町民（五町田地区住民）が浅川巧の墓参に初めて来訪。 

・当時の林業研究院長であった故趙在明先生に浅川巧のゆかりの地と姉妹締結をしたいと

いう旨の親書を送る。 

・複数の候補が挙がったが、最終的に浅川巧が訪れていた林業試験場の出張所があった京

畿道抱川郡（現在の抱川市）が候補地となる。 

 

平成 10 年（1998 年） 

・高根町長が初めて抱川郡を訪問。 

 

平成 11 年（1999 年） 

・高根町議会議員が抱川郡を訪問。同年、抱川郡の訪問団が初めて高根町来訪。 

 

平成 13 年（2001 年） 

・「浅川巧先生七十周忌日韓合同追慕祭」が行われた際、高根町長が抱川郡を表敬訪問し、

正式に姉妹縁組の申し入れを行う。 

 

平成 14 年（2002 年） 

・文化交流事業・中学生ホームステイ交流事業を開始する。 

・高根町に抱川郡交流団来訪、夏祭りおいて韓国伝統芸能「サムルノリ」を披露。 

・高根町交流団が抱川郡に訪問、秋の祭典「すすき祭り」で高根町の伝統芸能を披露。 

 

平成 15 年（2003 年） 

・3月 21 日、姉妹結縁締結時調印式挙行。両町郡の本格的な交流を開始。 

・10 月、抱川郡が市へ昇格。 

 

平成 16 年（2004 年） 

・高根町が合併により北杜市に昇格。その際、お互いに交流継続の確認を行う。 

 

平成 19 年（2007 年） 

・11 月 22 日、北杜市と小淵沢町の合併成立後、現在両市が姉妹結縁の証として保有する

姉妹結縁盟約書の再調印を実施。 

 

平成 20 年（2008 年） 

 ・抱川市から竹島問題のため中学生ホームステイ事業を中止したい旨の申し出があり中止

とする。 

 

平成 21 年（2009 年） 

・抱川市から新型インフルエンザ流行のため中学生ホームステイ事業を中止したい旨の申

し出があり中止とする。 

・公務員人事交流事業調印。 

 

平成 22 年（2010 年） 

・1月、公務員人事交流を開始。抱川市から 1名受入（平成 29年 6 月まで計 8 名の受



入）。 

  ・4月、北杜市から 1名派遣（平成 29 年 3月まで計 3名派遣）。 

 

平成 25 年（2013 年） 

・姉妹結縁締結 10 周年。 

 
平成 27 年（2015 年） 

・抱川市から、韓国国内での MERS 感染症流行のため中学生ホームステイ事業を中止し 

平成 29 年から青少年スポーツ交流事業に変更したい旨の申し出がある。 

・公務員人事交流の派遣期間を平成 26 年から 3年に 1回に合わせたい旨の申し出がある。 

 

令和元年（2019 年） 

・抱川市より日韓関係悪化のため文化交流事業を中止したい旨の申し出があり中止とす

る。 

・5月、抱川市農政担当者 4名が視察のため来庁。 

 

令和 2 年（2020 年） 

・新型コロナウイルス感染症のため文化交流事業を見送る。 

 

令和 3 年（2021 年） 

・新型コロナウイルス感染症のため文化交流事業を見送る。 

・9月、グローバルフレンズプロジェクト（職員交流）をオンラインで実施。 

        

令和 4 年（2022 年） 

・7月、第 8代ペク・ヨンヒョン市長が就任。オンライン会議にて両市長が挨拶を交わ

す。 

 

令和 5 年（2023 年） 

・1月、上村市長抱川市表敬訪問。交流強化合意書の締結。 

  ・3月、姉妹結縁締結 20 周年。 

 

令和 6 年（2024 年） 

・9月、抱川市から文化交流団 26名が来訪。2泊 3日滞在。 

  ・歓迎晩餐会、北杜市制施行 20 周年記念式典、抱川市立民族芸術団公演、市内視察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．これからの交流事業 

 

（１）文化交流事業 

両市のイベントに参加し、お互いの文化（踊りや楽器演奏等）を紹介するなど、市民

交流を促進する事業である。令和 6年度から、隔年で訪問を実施している。 

抱川市：ススキ祭り、雲岳山もみじ祭り、サランフェスティバル等 

北杜市：北杜ふるさと祭り、浅尾ダイコンまつり、八ヶ岳カンティフェア、北杜市文

化祭、北杜市制祭、むかわ米米まつり等 

   

  ○北杜市代表団による抱川市訪問 

   令和 7年 10 月 12～14 日に訪問予定。 

   文化交流団として 10 名程度訪問予定。 

   

  ○抱川市団表団による北杜市来訪 

   来訪時期については協議により決定する。 

 

（２）中学生ホームステイ事業 

両市の中学校生徒を隔年で訪問と受入れを実施し、生徒同士の交流を通して、お互い

の文化や風習に触れながら、異文化相互理解、国際感覚豊かな子どもたちの育成を行

う事業である。 

両市併せて約 135 名の生徒たちが交流している。 

  令和 7年度以降、ホームステイ事業ではなく、青少年交流事業として実施する。 
  

○抱川市中学生による北杜市訪問 

  ・令和 7年 7月 28 日～31 日に来訪予定。 

   市内において自然体験プログラムや低山登山などで交流を図る予定。 

 

 ○北杜市中学生による抱川市訪問 

  ・令和 8年 7月下旬～8月上旬ころ訪問予定。 

 


